
 
 
 
 
 
 
 

令和 6年能登半島地震に伴う給水応援 

 市では、令和６年能登半島地震で被災された方々を支援するため、被災地へ給水

車１台と職員２名を派遣し、応急給水作業を行います。 

 この取り組みは、公益財団法人日本水道協会宮城県支部からの要請により、被災

地支援に参加するものです。 

 報道機関の皆様におかれましては、ぜひ取材して下さいますようお願いいたしま

す。 

記 

1.派遣期間 1月 29日（月）から 2月 2日（金）まで 

2.派遣場所 石川県珠洲市 

3.支援内容 ・2トン給水車による給水支援 

・給水袋（6リットル）200枚の支援 

4.派遣職員 富谷市職員 2名（上下水道課 1名、都市整備課 1名） 

 

【出発式】 日 時 1月 29日（月）午前 8時～ 

      場 所 市役所正面玄関前  

      内 容 (1)市長挨拶 

          (2)活動の言葉（派遣職員） 

          (3)出発 

 

 

富谷市記者会見資料① 
令和 6年 1月 24日 
上下水道課 
担 当：内ヶ﨑 
連絡先：022-358-0529 

「住みたくなるまち日本一」を目指して  

 
 

令和６年能登半島地震に対する本市のこれまでの対応 

【令和 6年 1月 6日】富山県氷見市へ飲料水の提供（7日現地着） 

 500 ㎖×1,080本、2ℓ×42本 

【令和 6年 1月 10日】石川県へ段ボールベットの提供 

 段ボールベット 50台 

【令和 6年 1月 9日～12 月 27日】義援金募集（日本赤十字社災害義援金）  

 市ホームページなどで市民に広く寄付を呼びかけ、市役所や公共施設の 9 か所に募金

箱を設置。 

 ※1月 22日時点累計 義援金 257,894 円 


